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ド誘導体および βージケトン類と N- (2 ーアミノエチノレ)ピペラジンから得られる Schiff 塩基を配
位子とする錯体では，金属と配位子の組成比が 1 : 2 型のものと 1 : 1 型のものが得られた。 1 : 2 型
錯体は六配位八面体型構造をもち 配位子は三座配位子として作用している。 1 : 1 型錯体では，配位
子は四座配位子として作用している。すなわち，ピペラジン末端の窒素原子は 配位する場合としない
場合がある。





次i乙 6 個の配位可能原子をもっ配位子を取り上げた。サリチノレアノレデヒド誘導体と N ， N'ービス(3-












第 1 章から第 3 章までは 2 一フランカルボアルデヒドオキシムと 2-チオフェンアノレデヒドオキシ
ムの金属錯体について議論している。乙の配位子中では 2 個の配位原子 (N と 0 ， N と S) が金属イオ
ンとの結合に好都合な位置にあるので，二座配位子として働くとこれまで信じられていたが，乙の研究
によって，通常Nのみが配位してOあるいは S は配位していないことが明らかにされた。これは，立体
条件は好都合でも Oや S の配位能が十分に強くないので結合することができないことを示している。
第 4 章では 4 個の配位原子を持つ四座配位子の金属錯体について述べている。窒素原子はOや S より
も遷移金属イオンに配位じやすいが，乙の場合でも金属イオンの種類や立体条件のわずかな相違lとより
異なった配位様式が現れることを示した。
第 5 章と第 6 章では五座および六座配位子を取り上げている。配位能自体は大きくない S 原子でも，
多座配位子中に含まれているときは「キレート効果」によって金属イオンに結合するようになることを
示し，代表的な錯体についてX線解析によって構造を決定した。サリチルアルデヒドと N ， N'ービス (3
ーアミノプロピル)ピペラジンから得られる六座 Schi ff 塩基の錯体の場合には 配位子の立体条件や
金属イオンの性格によって錯体の構造がどのような影響を受けるか X線解析法をも利用して詳細に検
討している。その結果 Co (11) および Fe (111) 錯体は近似的に三角柱構造を持つことがわかった。
六配位錯体は一般に八面体構造を持つ乙とが知られており，上述の錯体は数少い三角柱構造錯体の例で
あり，特筆に値する口これに対して， Co (111) 錯体の構造は八面体に近く， Mn (111) 錯体の構造は両
者の中間である。この結果は，金属イオンの性格によって多座配位子錯体の構造が変化する様子を示す
にυ??A性
もので，大きい価値がある。
以上のように，本論文では多数の新しい多座配位子錯体を合成し. x線構造解析法を有効に利用して
その構造を決定し，多座配位子錯体の構造に影響を及ぼす要因について数々の貴重な結論を得ている。
よって，本論文は博士論文として十分の価値があると認める。
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